
ゼロカーボンシティを表明 （2021年2月）

2021年2月、銚子市は2050年までに温室効果ガス
の排出量を実質ゼロにすることを目指す

ゼロカーボンシティ を表明しました。

近年、台風や豪雨など地球温暖化が原因と

みられる災害が多発し、今後豪雨災害等の更
なる頻発化・激甚化が予測されています。

また、IPCC（国連の気候変動に関する政府
間パネル）特別報告書では、2050年までに
二酸化炭素の排出量を実質ゼロにする必要が
あると示されました。

銚子市は、「ゼロカーボンシティ」を表明し、
市民や事業者とともに「オール銚子」で、その
実現に向けた取り組みを推進していきます。

銚子市が推進する洋上風力発電などの再生可能エネルギーのポテンシャルを最大限に活用し、

地域と連携した経済の好循環により、地域循環共生圏の形成を目指します。

住宅用省エネルギー設備の設置費用の補助や、地球温暖化防止対策のための国民運動「COOL CHOICE

（クールチョイス）」の推進により、脱炭素に向けた意識の啓発に努めます。

洋上風力発電を活かしたまちづくり

官民協働による再生可能エネルギーの導入促進

市民への地球温暖化対策の啓発

すべての小中学校・
市立高校

地域新電力である銚子電力(株)

などと連携し、すべての小中学校

及び市立高校へ、実質再生可能

エネルギー100％の電力を供給

しています。



ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥの推進

ゼロカーボンアクション３０
脱炭素社会の実現には、一人ひとりのライフスタイルの転換が

重要です。「ゼロカーボンアクション３０」にできる所から取り組ん

でみましょう。

出典：ゼロカーボンアクション30（環境省）を銚子市にて加工
https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/zc-action30/



銚子市ゼロカーボンビジョンを策定 （2023年3月）

2023年3月、銚子市は、2050年までに

温室効果ガスの排出量実質ゼロにすることを目指す

ゼロカーボンシティの実現に向け、
地域の特性を活かした実効性の高い再生可能エネルギーの導入目標と

脱炭素社会の構築につながる取り組みを盛り込んだ

銚子市ゼロカーボンビジョンを策定しました。

なお、計画期間は2050年までですが、社会情勢や進捗の状況に
応じて適宜見直しを行います。

詳細は銚子市HPまで👉
URL:https://www.city.choshi.chiba.jp/shisei/page0201_00002.html



地球温暖化対策実行計画を策定（2019年3月）

銚子市は、地球温暖化対策を推進するため、「銚子市地球温暖化

対策実行計画（事務事業編）」を策定し、市の事務及び事業から排出

される温室効果ガスの削減に取り組んでいます。

202２年度実績では、2013年度比で約41.2％削減しています。

＜目標＞
2030 年度における温室効果ガス総排出量の削減率を、

2013年度比で約40%削減する。

＜実施期間＞
2019年度～2030年度（中間評価：2024年度）

2024 年度に中間目標を設定し、これまでの進捗状況等を踏まえ、
最終目標年度（2030 年度）に向けた計画の見直しを図ります。

2022年度で
40%削減
達成！
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